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ミリセコンド発破の安全性に関する実態

(哨8127年 9月 27u雪丑)

村 田 勉 ･ 友 石 1''Ll 之

くEl不 漁 田 沢 土 工 杓)

I 托 T

tyセコソF光政法は枇 我国b丘用鉱山に於･{苛

広明n･までの抗邪を報介ナも.

u 車扱蛋BE及び方法

RLつつもろが,此れを洪牡に耶 け ちことも抱が貸 井tiZqD
群J二好ましいことと思われろ.八七会される点は株安 .

上古支えないかLHかである.放れは威七I根 上の正大

な州JAe' ミリセコソt'丹野の蜜急性は凡ゆ7Jr腔 か

ら研究し牧村すべきことでもろ)

ty七コソ['弗蝕bh'椎 と集魚すらためには,実

暇の切羽で故多くの共JItけ ,̂ことが官女しいが,モ ー一一- 17,･-
iulqAな蘭で多大b配書がtfう.そこでいくらかで

も米印に3Lh･族称で布も破堤旺PF溌仕のもち方法とL N lObくM拙 内に CF(.9j=0.2ガ を大書t,日

でgtは･ft玖技芸を抑 flLミ1)七コソF芙鎗8gス 在尭41とGlし哩屯t床特に併fHするJEl砲札付 こ600J=

にけナろ架空蛙を実JIしている.まだ突放JtJE行中で 不引火○… 苛たち薪73舵 ′イナ1イTL(_T( G

あらZ)で充分な輔 が出るtでlこI王五つTいないjL 80>',>'.C.0233.ll'_V.4,'.I,臼Il'10･;,NrLCJ
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月田･itEI i1)七コソ1.-見抜Lt)安全性に鵬るす実鵬 zrl･

8,'1',A .Ti.698,'S)を弊紙L牡州 こll.11) 又は毒

突t気甘甘と抑入L,lliTILの仁Zに は 75KでJiす点

火tfi=ぜLJbろ軒朋1イ′-イt120じ.城は 】5Ciirこ

･各す点火と4'せ しめ ろ柵 肘だ1イ･J･マイト r50-

2DCgを吊 L(･tOlidElt∫及び∫に上って漉せされる)

牡itに先oR砧Xtに解 したユ1.gJ)と相柵 に早く

tl井するか奴はさくは究する ユt王)T)娘は先の採栗

毛気T;菅に宅地 する早発tも訂甘 く*荒の切合)を古

人する,モLIC瀬Aを荘列にTL.辞して脚 !0菟鞘

(aSV,2jI)t反発牡2!'C突抜L Cけl-ALrに点火

の#kを粕 する.井元のせ 合DなぜZt茂は苛空襲莞

t朱辞書用五回oJEdL特Ⅶの老兄と同じであるから大

轄 IO二汀_S.gJreもろ iと推定されろ.tDy Si)

lt市Bt晶で汝昏合指O lO艮突DもOをbE用したオ:そ

のl棚 は トー5原は者Jt333lSで 5-･C投は

切31S.である.従つ･(火tA1-ダーにli喝 ▲絹

のみを記すことにすら.

l BIankTest

思楕輔 にJ:る OJl.-AlrのLr火 が臼砲鮎廷かも

の脱 生成劫の作JJJlこ上って如r17に世■されちかと云

与ことが本紙 のI棚 'Cもろが,それを知るため

に先づ用いる*代脈 ■牡の秒告のCljl̀～ r̂rに対す

る点火性を知って狂く必Fがあるのでそe)ためFaL建

前2萎…).-0に於けち

確にnlいち繁芹ilIナ/†トと執杓印RR･1 lT-I1
fD端Lむ宝鑑実Iえを:七地した.その弘光It或この如 .

難 】賀 Ulnnkrl'飾t(TllL帝政)

･jL 火 Lll
Jjt柴 Y, 博づ

JOL; ▲与J; F30g 】58iir

雷管fイナ - . - 一 空言表'll

誓 雪rfE - - ･ ･▲ ㌫ 法'''二

坪ち読解1ノナ-･イ トほ ほg ◎tJLで 屯.r点火を

蓋 し賢帝柑1イl王 Z50gでIJす点火tなす｡付脚

oB;a矢板 (末男i:)上り舶 球 にST.て薪RJ-ィナ

マイ>に上る CJl■の点火rZ火伝に上もtOでも〇一

一位の崇廷吐兼にJ:ろ点火Itf■泣とそのLZ●I鼓の考三

中によるものICもちことがi六つも ･も.

1 芳美におけるtl吊熟 せtのJiI

牡の集魚に5!て旺tlld T帆 と千変○差入とをJl

烏細 粒tの変化lこ於て求めて見た.

(イ) y=Oの蟻合

田 Zに於けち忠抱僻 の旺tS･)=0に と b Jを

Cから 2tlItで変化せしめて実且した.即ち 1-0と

は解 中心が互に何.一一抜上にあも船 である.Jag.ほ

!再2末の如し.

Tと引火孝のEK;繰
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(イ) 日包内嫡 i,先にkfJす引■合

杜の光政JCはEI指内の薪1.5蹄を.lLtH)でLが卓Lて
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ゴ1.Eりもjaく包鳩十もnE.tu)を感q)3JJSに把 Lて

父映した3f!.'CF7次LT如し.
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(t･) 鮮 与讃 耶 までを先に足≠する堤を

完豊実鮎SEArD- yem - 笥 t.･男

御 恩 g k& 0 0 30･V s･ 2/I

500g SWh, 0 0 30.V.S :三

(-) ユrs.D の蛸 BL茶の蛸

▲= ∝kEn J=0のじJ-u-,所持印 (臼砲PJ)を先

に迩tJL衣に瓦tJざれも点qJ箭網の起哩蓮L側 を変

えたJ8台につき対tiLlCtb斗ミlt次の如し.

姉 611 ユLb.J)Oqiコ何々 鵬の彰や

rlAl虹も坑 A'L 児

vT坤Flg 301L.白 山 1.ト nll.S 】2瓜15.
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Il 臭験r'LL品の琴詐

払l火及び品3jiより明らj･,vA-如く触 e)篭合金晶

久我による UJJ'-Mrの点火カ:臼砲lE持 ガスに上って

恥 L_手書1る傾【如 ･兄ら11.ち.然しこiLはVr朋ダイナマ

イトの18台のZJ-CあってirlLJ塵1空が済特軒eもち払/E=-

はl'L火阻止地史が詔45らかない.この社食に掛 ､ては

しばらく考え1rいとしてfT用o)等合について考えるこ

折柄に.tちCH.の瓜火は2OgLZ)小三iでは'左方軸
組 に於けちUllL-a.rの点火は火焔に上るものt.7も

ろかF.恐J''く点火おけJIl)L位耶 75丘eもろ')とTE安さ

11も新開T.也の3ェ台ではkj庇31した点火潤をIE乱する

何らの火>'なお中もJないからXj成された点火淀は藍塊

垢Wと鑑て発足 L姓にはJ/̂ のはtは･五速 rろ.AJ;ち

にL地内bはてを角史ナ乙とき･'.tか成され'9 あゝる点

ノ､.ti:･充分に発達し(/tJr与TIF,ヽlこL触 .l'耶Ilけ ち提

iUJllニ: /⊂･ノHIu il′.のiRaU,'.とち断言iTる

ものと椎でさIlろ.然しその托合の九大'II止劫梨が大

丑〇ry3N 'に上も隻脚のみに細 Tろものであるか

竣-tlLFltr7.中に含ま11も･TiJ'lJ(1咋36等叫 ヒ朝珊
偽Ile用b:浦界するものeあちかは明らかelLい .

≠こに煎2芸に上り明らか.vE如く為し位世が-‡2なる

と>はFt抱内の娼Jaの土が火なちほど爪火Elt止効 果が

ヒeふることや:おせ ちから.之にら■逢して,柄Ltl酔

う:ヨ抱より遥(*11ろに7/tって L̀/t阻止だ史が小とな

ち. これらのtiz巣は口一〇?.9E._1&,ちと考えられる.

EP+.>接点ガスの点火札止YFIFlげ.そのBJE及び丑が大

'なるは_ど人C.あると考えられもから亡ある.

瞳

E51 2

今概 とユES.1)の域合の庄 平 .Lと不dL火魚小磯

丑 (日地内芸堺)をBl売すると田2¢如くなる.

JV+,'尽火を迎止するに必中な榊 研Z)tt･JttZtは,

Jが O-ZJJ.C)迫局Cは丘鮒 lこ栂瓜する.之に対し

て aOlrS の関羽 をtlいた社食の y SI)発帥王

A-50t.Mlこ於て糾 軌 l加gで光分点火をFLLLL:する｡

LPち1tSOEDiA:命作鴫2衣及び第4超にJ:り明ら

かな如く鞘盃のhVuJLよりも砺†与EYl¢芸JLが少くて魚火

を駄｣l.ナろ勃洪カ:あろoEVち九に鹿はされ臼砲嫡 h:

読梓的D如き父乾IJ3 Cあろならは.その舶 11スに

上る魚火星山ヒ作MがPf兄のu食よりも*である.この

用由はjt:に起悼CJliI.たgr柑trlのは捕11スが凍桐の位世

に司逢すろ紙柵 P'hWh:出物..'tれちからであろう.榊

対於時間とl+_'plRに上り生すろClt.-zLlrO点火iS

にtJJLf･t上:flif十b■'欄 のtIIL._lLLZ,.やつ.I,■

が一三oJZ合は ユLsI)oJ与.q+浦が大に1J:れほな

らはど ｢相対特抑｣は小にならわけCあも.比の櫓に

fbliy〝スが CJl.-M D瓜火相に詞1ナ7JIiIZ肘こ光分

小 Liqもウ1Lガスの丑よV皿だ1:jt介大L?されば秋 杜

阻止されろD●eある.

lB海甘 く59瓜火阻止E川 =こ.i1/･.Z)且がiRuEE各p

cもろことは稲6L:上りtuかて3,ろ 即や,lrl･J)の

鴨T:い 用を村Ll.:Li†I,-ttrllI7･さILていちが,



村田･/5ih- L LJ-t=コ/l弗的の炎上71に肥するJ(ij! lp.7

それLこ上ると一 =̂(∝kl仙}'=0LL)Iにb-てコ･.qiiJt隈が

30･11.Sのときは所持fTIが 400gのとナ1.;)七t23CDg

て引くする.申1い 絹■◆wLl.F'にな,-. 3CK)言モ不

･)l七となり2CDがLilA/t+ち.記しそLL以上特.PLZl■掃

ケ穎しても601Ihの打身とF:孜 t;qlb.る托 L_1ある.

又茄=河に5:て 30lf.SD,のユTtl弗火の不点

て滋小笠土 は Jrナ'SOr･n a)とき.tbもl取 zJlの時

の方がJt群別伴よりも大Trろ方.fzlへすLLて行く尽eあ
ち.以｣二Z)こと上t)村脚 h'Jllb:繋ら小になっても建ZS

dス◎立方:尤分eない時は点火FE_lJ:萄LRが少ないこと

が茨7?れる.宅地 の甘食のuスむ丑という五味の中

にはuスの連荘とNった暮味Z)ものもなまれていちと

考えTいるもけ亡もろ.

JA上辻べた点火阻止効果はTiIJL舵 が前祝の妨合C･
もって,これがVr杓印のJt合Cあると手指2我より邦も

如く全仏点火札止女史が虹められない.こOBl由は薪

蒋巾○吊Lは発に.EろJ Pygス○点火は肋に述べた

如く井手茨の反射濃に上ってなさTLろところにiELaし

ていると思われZ'.これに比L箭LPl2Ogeはその火伝

に上bCn.一･qlrが11火されるのeあらから一その点
火性世をillelt 肘 でtiltTことに上b凡か)･Lbがれる

のCもろつ｡

11 抵 tS

上記の如き榔 州 こかナろ日i曲 射血及びn!JElJ

肋 巳のPr用によるノタ･/ガス引火職 に上b女bこ

とをJnかにLた〉

1. 2たnIこ輔 11空たる軒71EFE:k'1イナマイトTト

荘耕し懸る脈 として非BiだJJミた7r円′イナて/

トを用い,ttの削&,k昔詔の官 署廿 vI-菜すれほJl

すdスへ.b火す,-)が !13七コソ 市甘 亡兜･ゴ的-考をlt

等せLL･れlざrltlに上る1 ～へ▲一･. ･､i･LP.ぎ縛る.

母T..1)とコ等織はr苛上T/もJAtllくふも.

2･数に4(rrl,tB毛の7Jを允1こ現兄._itて1/スに点て

させ,それに少◆61とfl･.句経世もi･畑発させてt占

火を帆止し13たい.RL)も さgJL=ゴ尭払L!も約めにd I.

点火 LdスCI鬼を点したLil･はそQ_/凍み集計L,tモのす

ス浬舟t柁止すろことに出来たい.

3･ 丑 吊悠f (薪 臼)の大柄に上ろJfyガス

(CH-9タ三一̂ J')a)点火は臼砲iJs鎖せ(塀特d7)◎建端

dスにJ:b阻止し柑ろが旧市は掛こも多Jtの新書和 を

用いてJタゾ1/スに点火し得る供件にして■けはそれ

に上るuスへ○点火を日色相 隻 (棚 )¢珪キu

スe引瓦止すろことは出もたい.比のJA含rtgスへの

且火は反射好事速に上ろOCあるから,拡同部 頗芸

噌 斉qスの明rtLtこ上ってほdLScD火焔に上る点火を

鼠JJ･_することはuI裁ても瀬野技にもろ点火を臥 LL柑

ないわけCある.

4･ 湘 dスが旭は領によるdスり点火t･阻止する

作用は'それが点火滑に止すろ棚村井耶及びそのiA圧

に上って光りl相 が小1_･ろ取 扱者が火たち稚阻止東

光は'火Li,ある.

AnE岬 rlmentOnSafetyofMJII卜Secozld.Bhstl岬

ByrL171ltOhrLl.lhrntn.LZIJNLIOirZtLILToJJLOlFIH

lr¢ hrtltJLottulitllCmrOtyornLrH…t.1･L･Jttl帆Ll̂川gZJrFIElr.Itlelult･OrLJIO.･tllLrJrhlhr:u)也hLINl仙■1】o'-

tl叩】LLRl0FMrLlln )LiL仙 IrLtektlJlh'gzLJlnrさ 181､M JTLTlrJL･dlJJuttJLLH zLlJl-Nell)I)Ll LzrLRtlrLhrlmq

h:lrCrthzm ordi)lnrlmJJILlltlLL)㈹ lZLJhJrtsuJtg.TLIC0.7(TllonvzIT)rl)llHl.(～lIlIhu rhtLL)1lLEI-N)CCl)tl

LJln巧い'gHhnhlttCd-rutigllitlt･JJOr"押目11川 t,-･"TLLILXtl･rCdL･tltOLJ･O,IOJ(tnlJll-hCtqlldhhhlmg

(>'EhonOIJalHlraf.8Co,Ltd,'PJtk810＼OFACtUrr)

lt Et XL

サ 13髄オ 2GI-A:適正.榔 - r火熊災故に対すろpFう礁｣や

rl 7T 謀 正

102 1 書方 殉 珪 托 殉 想､〉

->

loJ 栽日 十50LZJl十 十50十
(I) (2) (3)




